












るために、平成26年 2 月～ 3 月に実習を実施した人間生活学部食物栄養学科の 3 年生112名を
対象に、実習内容、学生の到達度や理解度等に関するアンケート調査（無記名自記式）を実施
し、実習期間（ 2 週間・ 3 週間）からの解析を行った。
臨床栄養臨地実習の学修目標への到達に繋がる「NST活動」「栄養食事指導」「ベッドサイ
ド訪問」などの管理栄養士の専門性に係る実習内容、体験型の実施、知識の獲得および終了後
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校外実習の実際』1 ）は、平成25年 8 月の『臨地実習及び校外実習の実際（2013年暫定版）』2 ）を


















臨地実習 4 単位のうち 1 単位は、特定給食施設における「給食の運営」とすることと記されて
いる1 ）。
本学人間生活学部食物栄養学科における臨床栄養臨地実習は、管理栄養士課程の 3 年次の 2
月～ 3 月に実施している。実習期間は 2 週間（90時間以上）または 3 週間（給食経営管理論臨































① 3 週間、② 2 週間







　 4 ）実施した実習内容のうち、興味が持て楽しいと感じた内容（ 3 項目以内）








　 　 4 ：大変よくできた、3：よくできた、2：時々できなかった、1：反省する点が多い

































各60.7％の 4 項目であった（図 1 ）。










































務」（いずれもp<0.05）の 9 項目であった（図 2 ）。
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3 週間実習学生の理解度が 2 週間実習に比べ有意に高かった項目は、「管理栄養士の
役割」および「栄養補給」（いずれもp<0.01）、「栄養食事指導」、「医療制度」および「他



































































































































































ころ、 3 週間では弱い相関がみられた（R=0.630）（図 7 ）。
































































「医療制度」および「他部門との連携」の 5 項目の理解度が 2 週間実習に比べ有意に高く、
実習時間数の増加が、 2 週間実習に比べ、医療制度や栄養補給などの理解に繋がっているこ
とが窺えた。
まとめ
臨床栄養臨地実習は、習得した様々な知識や技術を使う・観察すること（「専門的知識と技
術の統合」）により、実習施設での「課題発見（気づき）・問題解決」を通して、傷病者の病態
や栄養状態の特徴に基づいた適正な栄養管理を行うことを学修目標としている。国際的な認識
として大幅な臨床研修時間の確保が求められている中で、限られた時間をより効果的に、本学
学生が意欲的に取り組める臨床栄養臨地実習のあり方を検討するために、学生にアンケート調
査を行い、実習期間の違いによる解析を行った。
臨床栄養臨地実習の学修目標への到達に関連が深い「NST活動」、「栄養食事指導」、「ベッ
ドサイド訪問」など管理栄養士の専門性に係る実習内容、体験型学習の実施、知識の獲得およ
び終了後の学生自身の変化など、 3 週間実習において有意差がみられる項目を確認した。しか
し、 2 週間実習においても同様の経験を得た学生も多かった。
学生自身の評価が低かった「事前学習」や「自主的・積極的な行動」を促すとともに、教員
74
を中心とした効果的な「事前教育」や次年度学生にとっては事前教育の第一歩となる「事後教
育」を充実することにより、限られた時間の中で学修目標の達成に向け、より効果的な臨床栄
養臨地実習プログラムを展開できるよう検討を進めていく次第である。
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